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･はい - 67人 (85.3%)
･いいえ - 13人 (14.6%)
･どちらともいえない - 1人 (1.1%)
･無解答 - 8人 (9.0%)
Q6.もし変ったとすれば,どのように変りました
か
･一生付き合ってもいいや｡
･病気を認めた｡
･あまり神経質になっても仕方ない｡
･死ぬ時は死ぬ｡
･自信ができてきた｡
･無理をしなければ好きなことが出来る｡
Q7.その変るきっかけとなったことがらや考え方
があれば,教えて下さい
･病気に対する知識を得たこと｡
･多くの患者さんにであったこと｡
･周囲に自分の病気のことを話すようにした｡
･宗教など｡
･仕事への復帰｡
･元気なときに出来ていたことを始めた｡
洋裁,園芸,ゴルフ,水泳など
･結婚,出産｡
･友人や同病の患者さんの死-不安｡
Q8.膨原病と闘う上で,新 しい患者さんに何かア
ドバイスをお願いします
1.ホームドクターと専門医をもつ ｡
2.主治医を信頼し指示に従う｡
3.マイペース (体調を知る,生活のテンポを遅
く)｡
4.家族の理解を得る｡
5.友人と話す (病人の気持ちは病人にしか解ら
ない)｡
6.周りに何もかも話してしまう｡
7.周囲の誘惑に惑わされない｡
8.副作用のおかげで現在生かされていると考え
る｡
9.気持ちの持ち方｡
積極性,気を長く,太っ腹で
10.決めるのも闘うのも自分一人｡
ll.闘うという気持ちを捨てる (病気を受け入れ
る)｡
12.目的を持つ｡
13.社会参加をする｡
14.打ち込めるもの (趣味や仕事)｡
15.知識を知恵に変えてゆく｡
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